の も あり、 一大 決戦の 避くべからざる を 力説す る もの 

が あり、 大阪城 中に 於て は、 会 桑 二 藩の 激昂な お止ま 

ず、 幕府に 対する 苛酷の 処置 は 岩 倉 卿 を 初め、 薩長 二 

藩が 至上の 御 幼少な るに 乗じて 私意 を逞 しゅうす る も 

ので あるから、 兵力に 依って、 君側の 奸を 除く 外ない 

と 切 一一 一一 n する。 

形勢 暗澹たる を 憂いた 尾、 越、 土の 三 侯 は、 慶 喜が 

大阪 にいて は、 いよいよ 朝 幕の 間が 疎隔す るば かりで 

かんぜい 

あるから、 再度 おだやかに 上京したら どうかと、 勧説 

したが、 幕府 側の 識者 は、 今 おだやかに 上京す るな ど、 

最も 不利で ある。 上京す るなら 君側の 奸を 除く 意味で、 



たので、 一 たまり もな く 敗れて、 勇の 養子 周 平 外 十七 

人斃 された。 

此夜、 十二時 近くな つて、 戦線に 到着した 窪 田備前 

守 麾下の フランス 伝習 隊は、 幕軍の 精鋭で、 目覚まし 

き 奪 闘 をな し、 薩藩を 破 リ長州 勢 を 破り、 墨 染まで 北 

進した が、 薩 兵の 伏に 陥り、 備前 守が 討死した ため、 

遂に 退却した。 

此の 夜 は 終夜 烈しい 半 市街戦が 行われ、 両軍と も 死 

傷が 多かった が、 結局 幕軍 不利で 淀まで 退却した。 

翌 四日、 土方 は 昨夜の 敗戦に 激怒して、 千 本 松に 陣 

立 をな した。 ^；^は、 右 は 淀川で、 左 は 水 沢の 地で 頗る 



慶喜 は、 六日 夜 大阪に 退き、 同夜 近臣 数人と 天 保 山 

沖で 軍艦 開 陽 艦に 乗ろうと したが、 暗夜の ため 見つか 

らず、 先ず 米国 砲艦 イロ ュ イスに 身 を 寄せ、 翌 七日 開 

陽 艦に 移乗し、 八日の 夜 抜錨して 江戸に 向った。 

しゅうそ-つ 

鳥 羽 伏 見 戦の 第 一 夜の 印象 を 『 莠草 年録』 の 著者 は、 

次ぎの ように 語って いる。 

一昨 三日、 薄暮より 伏 見の 辺に 当り、 失火、 暫く 

して 砲声 頻々 響き、 家屋 上に 上り 見 候処四 五ケ所 

ほのお 

より 出火 焰 立上り、 遂に 伏 見 一 円 火中と なると 

見 ゆ、 忽ちに 又 右 淀 城と 覚 しき 辺より、 砲声 



思う。 

鳥 羽 伏 見の 戦い は、 戦いと 云う のでな く、 一 つの 大 

競り合い である。 通せ 通さぬ の 問答からの 暄曄 のよう 

な ものである。 

小 笠 原 害岐 守な どが、 もっと 武将ら しい 計略が あつ 

たなら ば、 華 々 しき 戦争が 出来た ので はない かと 思う。 

しかし、 当時 勤王 思想が 潔 i として 起って 居り、 幕 

府 縁故の 諸 藩と も嚮北 £ に 迷って 居り、 幕軍 自身が、 新 

選 組 ゃ会津 など を 除いた 外 は、 決然たる 戦意が なか つ 

たのであろう。 

とにかく、 幕府 はすぐ 瓦解して 了い、 明治 政府 は 成 
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